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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月30日(2009.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域が形成され、該遊技領域に向けて打ち込まれた遊技球が流下可能な遊技盤と、
前記遊技領域へ遊技球を発射するための発射装置と、前記遊技領域に配設される始動口と
、所定の条件が成立したことに基づいて利益価値の異なる複数種類の当選種が含まれる当
落についての抽選処理を行う当落抽選手段と、前記遊技領域にて開閉動作する開閉部材と
、前記開閉部材による開閉動作を通じて前記遊技領域にて開放される大入賞口と、を備え
、前記当落抽選手段による当落についての抽選結果が当りであるとき、前記開閉部材によ
る開閉動作を通じた前記大入賞口の開放によって遊技者にとって有利となる特別遊技を行
う遊技機であって、
　前記複数種類の当選種が含まれる当落に対応付けされた複数種類の演出を記憶する演出
記憶手段と、
　前記当落抽選手段による当落についての抽選結果に対応する演出を前記演出記憶手段か
ら読み出し、所定の演出表示手段にて該読み出された演出を表示制御する演出表示制御手
段と、をさらに備え、
　前記演出表示制御手段は、前記当落抽選手段による当落についての抽選結果が当りであ
るとき、演出時間の経過に伴って前記複数種類の当選種のうち所定の当選種であるか否か
を利益価値が高い順に通知する順次演出を、当該抽選結果の当選種を通知するまで表示制
御する順次演出表示制御手段を含むことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記開閉部材の駆動態様を複数種類記憶する駆動態様記憶手段と、
　前記駆動態様記憶手段に記憶される複数種類の駆動態様のうち所定の駆動態様で前記開
閉部材を駆動制御する駆動制御手段と、をさらに備え、
　前記当落抽選手段は、前記複数種類の当選種として、前記特別遊技における前記開閉部
材の駆動態様を第１の開閉態様とするか又は該第１の開閉態様に比べて利益価値が低い第
２の開閉態様とするかについての抽選処理も行い、
　前記順次演出表示制御手段は、前記順次演出にて前記第１の開閉態様から前記第２の開
閉態様であるか否かの順に通知することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記開閉部材の駆動態様は、前記開閉部材の開放継続時間または／および開閉回数であ
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ることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機。
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